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１ 事案の概要 

本件1,2,3は、著名人の肖像撮影で著名な写真家リン・ゴールドスミス（Lynn Goldsmith、

以下「ゴールドスミス」という。）4の写真に基づき制作された、ポップアートの巨匠で

特に著名人をシルクスクリーン技法で描くことで知られるアンディ・ウォーホル 

（Andy Warhol）（以下「ウォーホル」という。）の肖像画の無断ライセンスがゴールドス

ミスの写真の著作権を侵害しているか否かをめぐり訴訟に発展した事案である。 

ニューヨーク南部連邦地方裁判所は著作権侵害を否定したが、第 2 巡回区控訴裁判

所は一転して著作権侵害を肯定した。現在、本事件は連邦最高裁に係属している。以下、

事案の概要である。 

1981年 12 月 3日にニューズウィーク誌の依頼で、ゴールドスミスは、彼女のスタジ

オでミュージシャン、ロジャー・ネルソン・プリンス（Prince Roger Nelson）（以下一般

に知られている呼び名である「プリンス」という。）の写真を撮影した。ゴールドスミ

スは、写真撮影にあたり彼の輪郭がくっきりと浮彫りになるように照明を定めた。さら

に、アイシャドーやリップグロスでメイキャップもし、被写体であるプリンスとの信頼

関係を構築しながら、撮影にあたり彼の官能的なところを際立たせた。プリンスの表情

の撮影に最も適していると判断したニコン製 35 ミリのカメラ、85×105 ミリのレンズ

を用い、ゴールドスミスは彼の白黒の写真を撮影した。 

ゴールドスミスによれば、この日のプリンスは神経質で落ち着かず、撮影が始まっ

てすぐに控室に下がってしまい、ゴールドスミスにそれ以上の写真を撮影させなかった。 

撮影に成功したのは、わずか 23 枚（12 枚の白黒写真と 11 枚のカラー写真）であっ

た。これらの写真の著作権はゴールドスミスが保有している。 
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